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◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。
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●町公式ツイッター
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●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№102　ヒバリ

写真・文　山口　萬壽美

学名 Alauda arvensis

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

り
ゅ
う
ち
ょ
う

ぼ
く

▼
春
を
告
げ
る
身
近
な
鳥

　

県
の
鳥
で
あ
る
ヒ
バ
リ
は
、

茨
城
県
民
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
で
す
。
日
本
野
鳥
の
会
茨
城

県
が
発
足
し
て
以
降
、
昭
和
45

年
に
は
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
、

情
報
交
換
を
活
発
に
す
る
た
め

会
誌『
ひ
ば
り
』が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
県
の
広
報
紙
も
、

平
成
６
年
度
か
ら
『
ひ
ば
り
』

の
名
を
冠
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
バ
リ
は
県

を
挙
げ
て
愛
さ
れ
て
い
る
鳥
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

▼
ヒ
バ
リ
科
と
は

　

ヒ
バ
リ
科
の
鳥
は
、
極
地
方

を
除
い
て
、
世
界
的
に
75
種
程

が
見
ら
れ
、
特
に
ア
フ
リ
カ
が

分
布
の
中
心
と
さ
れ
ま
す
。
日

本
で
は
５
種
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
ヒ
バ
リ
１
種
が
繁
殖
し
て

い
ま
す
。
他
に
は
、
ま
れ
な
旅

鳥
の
ハ
マ
ヒ
バ
リ
、
ヒ
メ
コ
ウ

テ
ン
シ
、
ク
ビ
ワ
コ
ウ
テ
ン
シ
、

コ
ヒ
バ
リ
な
ど
で
す
。

　

ヒ
バ
リ
は
留
鳥
で
、
九
州
以

北
で
繁
殖
し
、
平
地
か
ら
山
地

の
草
原
、
畑
、
川
原
な
ど
に
す

み
、
北
の
地
方
に
生
息
す
る
個

体
は
暖
地
に
移
動
し
て
越
冬
し

ま
す
。
昭
和
初
期
に
、
涸
沼
は

稲
作
の
た
め
に
多
く
の
沼
地
が

干
拓
さ
れ
ま
し
た
。
砂
浴
び
を

好
む
ヒ
バ
リ
は
、
干
拓
後
に
か

な
り
増
殖
し
た
よ
う
で
す
。

▼
ヒ
バ
リ
の
特
徴

 

全
長
は
17
㎝
程
度
と
ス
ズ
メ
よ

り
や
や
大
き
く
、
後
頭
に
は
冠

羽
が
あ
り
、
地
上
で
生
活
す
る

こ
と
が
多
い
た
め
丈
夫
な
足
を

持
っ
て
い
ま
す
。
体
は
淡
黄
褐

色
を
し
て
お
り
、
頭
上
や
体
の

上
面
、
翼
、
胸
に
は
黒
い
縦
縞

や
斑
点
が
見
ら
れ
ま
す
。
小
雨

覆
・
中
雨
覆
は
赤
褐
色
で
、
飛

び
立
つ
時
に
は
、
尾
羽
根
の
外

側
の
白
色
が
よ
く
目
立
ち
ま
す
。

　

地
鳴
き
は「
ピ
ュ
ル
、
ピ
ゥ

ル
」と
短
く
、
地
上
か
ら
飛
び
立

つ
時
な
ど
に
よ
く
聞
か
れ
る
の

で
す
が
、
繁
殖
期
に
は
、
地
鳴

き
を
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
た
よ

う
な
さ
え
ず
り
を
長
時
間
続
け

ま
す
。
さ
え
ず
り
な
が
ら
空
高

く
舞
い
上
が
り
、
数
分
も
の
間

空
中
を
た
だ
よ
い
流
れ
る
姿
は

ヒ
バ
リ
な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
。

　

晴
れ
た
空
に
高
く
飛
翔
し
て

鳴
く
姿
か
ら
、「
ヒ
バ
リ
」
の

語
源
は
「
日
晴
（
ひ
は
る
）
」

か
ら
来
て
い
る
と
す
る
説
が
有

力
で
す
。「skylark

」と
い
う

英
語
名
も
納
得
で
し
ょ
う
。

▼
文
学
の
世
界
に
羽
ば
た
く
野
鳥

　

ヒ
バ
リ
は
、
本
県
だ
け
で
な

く
熊
本
県
の
鳥
で
も
あ
り
、
日

本
全
国
に
広
く
繁
殖
し
て
い
る

た
め
、
古
く
か
ら
文
学
の
世
界

に
も
そ
の
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
は
、
大
伴
家
持

が
〝
う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日

に
雲
雀
上
が
り
心
悲
し
も
独
り

し
思
へ
ば（
万
葉
集
）〞と
詠
ん

で
お
り
、
う
ら
ら
か
な
春
の
情

景
を
象
徴
す
る
よ
う
に
ヒ
バ
リ

が
登
場
す
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
訪
れ
る
春
の
季
節

を
代
表
す
る
ヒ
バ
リ
。
そ
の
美

し
い
さ
え
ず
り
に
、
耳
を
傾
け

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

し
ょ
う
あ
ま

お
お
い　
　

ち
ゅ
う
あ
ま
お
お
い


